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	応用
	抗原情報
	背景
	熱ショック転写因子2（HSF2）ホモ・サピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、熱ショックプロモーターエレメントに特異的に結合し、転写を活性化する転写因子のHSFファミリーに属する。熱ショック転写因子は、熱やその他のストレス条件下で熱ショック応答遺伝子を活性化する。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2011年7月],機能：熱ショックプロモーターエレメント（HSE）に特異的に結合し、転写を活性化するDNA結合タンパク質。高等真核生物では、細胞が熱ショックを受けない限り、HSFはHSEに結合できない。,類似性：HSFファミリーに属する。,細胞内局在：通常の成長中は細胞質内に存在し、活性化されると核内に移動する。,サブユニット：ストレスまたは熱ショックを受けた細胞ではDNA結合ホモ三量体、そうでない場合はホモ二量体として存在する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	HSF2抗体を用いたLOVO細胞およびA549細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	HSF2 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

